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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、サイクリンHおよびCDK7とともに、CDK活性化キナーゼ（CAK）酵素複合体を形成する。この複合体は、いくつかのサイクリン関連キナーゼを活性化するほか、TFIIHと会合してRNAポリメラーゼIIによる転写を活性化する。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする2つの転写バリアントが見出されている。[RefSeq提供、2011年9月],機能：サイクリンH-CDK7複合体を安定化し、機能的なCDK活性化キナーゼ（CAK）酵素複合体を形成する。CAKは、スレオニンリン酸化によってサイクリン関連キナーゼCDC2/CDK1、CDK2、CDK4、およびCDK6を活性化する。コアTFIIH基礎転写因子と複合体を形成したCAKは、その大サブユニット（POLR2A）の反復C末端ドメイン（CTD）をセリンリン酸化することでRNAポリメラーゼIIを活性化し、プロモーターからの離脱と転写産物の伸長を可能にします。細胞周期制御およびRNAポリメラーゼIIによるRNA転写に関与します。,類似性：RING型ジンクフィンガーを1つ含みます。,類似性：UIM（ユビキチン相互作用モチーフ）反復を1つ含みます。,サブユニット：主にCDK7およびサイクリンHと会合してCAK複合体を形成します。CAKはさらにコアTFIIHと会合してTFIIH基礎転写因子を形成します。,組織特異性：結腸と精巣に最も多く存在します。胸腺、前立腺、卵巣、小腸には中程度に存在します。脾臓と白血球には最も少なく存在します。,
	研究分野
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	HeLa細胞、HepG2細胞、および293細胞のライセートをMAT1抗体を用いてウェスタンブロット解析した。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	Mat1ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析
	

	Mat1ポリクローナル抗体を用いた293細胞のウェスタンブロット解析

